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藤 田 まこと

平成26年度 一般会計当初予算成立
当初予算額　1千2百7拾5億4千8百万円

・財政調整のための基金残高は、2年ぶりに増加

・市債残高は、平成21年以降、5年連続で減少

平成25年度本格 比　　　較

4,172百万円 3,703百万円 469百万円

平成26年度当初

平成25年度本格 比　　　較

167,217百万円 170,055百万円 △2,838百万円

平成26年度当初

　②　地域防災計画の修正

3.　健康づくり、子ども・子育て支援及び高齢者

　福祉の充実 

　①　（仮称）青森市健康増進計画の策定

　②　みなし寡婦（寡夫）控除の適用

4.　人口減少対策事業の実施

5.　北海道新幹線開業を見据え、交流人口の拡大

　に向けた取組み

6.　成長戦略の推進

　①　観光資源及び誘客活動の充実

　②　新エネルギー・省エネルギー対策の推進

7.　歴史・文化の活用・継承

8.　大学連携の強化

9.　まちづくりの推進と雪対策 

　①　八甲田丸船体の改修工事

　②　雪対策の推進

10.　浪岡地区の地域振興

行政評価から予算編成までを一体的に実施す

る行政運営の仕組みを取り入れた編成作業を行

うとともに、財政プランに掲げる目標達成に向

けた取組みとして、シーリングの実施、財政調整

のための基金取崩しの抑制、新規市債発行額の

抑制を基本方針とした予算編成となっています。

整備最終年度となる新ごみ処理施設整備事業

や小柳第一団地建替事業の本格化、次期情報シ

ステム開発費等の影響で、新市移行後最大規模

となった前年度に次ぐ予算規模になりました。

　〈主な取組み〉

1.　市民とともにつくる市民のための市政　

　①　三浦雄一郎チャレンジ賞表彰事業

　②　まちづくり協議会への新たな支援

2.　市民の命と生活を守る取組み

　①　小・中学校非構造部材耐震化事業 

平成26年度 予算編成の基本的な考え方

歳入 歳出
単位：百万円

単位：百万円

（性質別）

扶助費
36,856
29.2%

公債費
17,324
13.7%人件費

13,272
10.5%

補助費等
12,428
9.9%

その他
15,757
12.5%

義務的
53.5%

投資的
11.6%

その他
34.9%

扶助費
36,856
29.2%

公債費
17,324
13.7%人件費

13,272
10.5%普通建設事業費

14,598
11.6%

物件費
15,870
12.6%

補助費等
12,428
9.9%

その他
15,757
12.5%

義務的
53.5%

投資的
11.6%

その他
34.9%

市税
34,515
27.4%

市税
34,515
27.4%

諸収入
3,258
2.6%

その他自主財源
13,506
10.7%

地方交付税
26,145
20.7%

地方交付税
26,145
20.7%

国・県支出金
30,272
24.0%

国・県支出金
30,272
24.0%

市債
13,705
10.9%

市債
13,705
10.9%

その他依存財源
4,704
3.7%

自主
財源
40.7%

自主
財源
40.7%

依存
財源
59.3%

依存
財源
59.3%



☆ご意見・ご要望をお待ちしています☆

社民党・市民の会控室　藤田 まこと

TEL:017-734-5692　FAX:017-722-8902

青
森
市
原
子
力
災
害
対
策
計
画
に
つ
い
て

福
島
原
発
の
事
故
を
受
け
て
、
青
森
市

と
し
て
、
万
が
一
の
事
態
を
想
定
し
安
定

ヨ
ウ
素
剤
を
備
蓄
す
る
事
と
な
っ
た
た
め
、

そ
の
予
防
服
用
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

市
民
周
知
を
す
る
の
か
聞
き
ま
し
た
。

答
弁　

安
定
ヨ
ウ
素
剤
は
放
射
性
ヨ
ウ
素

が
体
内
に
取
り
込
ま
れ
て
か
ら
服
用
し
て

も
効
果
が
極
め
て
低
く
、
被
爆
直
後
か
２４

時
間
前
が
効
果
的
で
あ
る
事
か
ら
適
切
な

時
期
に
速
や
か
に
服
用
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。
ま
た
、
ヨ
ウ
素
剤
は
甲
状
腺
被
ば
く

の
防
護
対
策
に
限
定
さ
れ
る
事
か
ら
、
今

後
市
民
に
対
し
て
放
射
性
物
質
防
護
の
手

法
や
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
副
作
用
対
策
等
正

し
い
知
識
の
普
及
・
啓
発
に
努
め
て
い
く
。

新
エ
ネ
・
省
エ
ネ
対
策
に
つ
い
て

補
助
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
事
か

ら
、
住
宅
の
太
陽
光
発
電
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
、
補
助
金
を
引
き
上
げ
る
べ
き
と

の
考
え
か
ら
聞
き
ま
し
た
。

答
弁　

太
陽
電
池
パ
ネ
ル
の

価
格
の
下
落
な
ど
設
置
費
用

が
安
価
と
な
っ
て
き
て
い
る

た
め
、
補
助
金
を
引
き
下
げ
た
。

補
助
対
象
は
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
、
バ
イ
オ
マ

ス
燃
料
使
用
の
ペ
レ
ッ
ト
ス

ト
ー
ブ
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
給
湯

器
、
燃
料
電
池
コ
ー
ジ
ェ
ネ

レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
い
っ

た
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器
も

対
象
と
な
っ
て
い
る
。

平
成
２６
年
度
は
予
算
枠
を
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
ホ
ー
ム
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム（
H
E
M
S
）を
新
た
に

加
え
、
今
後
も
新
・
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
器

の
導
入
拡
大
に
向
け
て
効
果
的
な
方
策
を

実
施
し
て
い
く
。

ー
再
質
問
ー

①
一
般
的
な
家
族
構
成
で
（
４
kw
の
設
備
）、

売
電
収
入
は
い
く
ら
で
、
採
算
が
取
れ
る

に
は
、
何
年
必
要
か
。

答
弁　

実
際
設
置
し
て
い
る
方
の
例
を
参

考
に
す
る
と
、
概
ね
１３
年
程
度
で
採
算
が

取
れ
る
計
算
で
し
た
。

青
森
市
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
公
社
で

の
解
雇
問
題
に
つ
い
て

答
弁　

解
雇
者
４
名
の
内
、
２
名
か
ら
解

雇
不
当
と
の
労
働
審
判
申
し
立
て
が
な
さ

れ
、
２
名
と
の
和
解
が
成
立
し
て
い
る
が
、

和
解
内
容
に
つ
い
て
は
両
者
間
で
公
表
し
な

い
取
り
決
め
に
な
っ
て
い
る
。

市
職
員
の
健
康
管
理
体

制
に
つ
い
て

　

今
年
度
に
、
市
職
員
が
４

名
亡
く
な
っ
て
い
る
事
か

ら
、
市
民
の
た
め
に
働
く
職

員
が
健
康
で
な
く
て
は
市
民

の
健
康
は
守
れ
な
い
と
の
観

点
か
ら
、
職
員
の
健
康
管
理

対
策
を
聞
き
ま
し
た
。

答
弁　

定
期
健
康
診
断
結

果
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

な
ど
は
継
続
し
て
い
く
が
、

こ
れ
ま
で
努
力
義
務
と
し
て

き
た
保
健
指
導
を
行
う
た

め
、
保
健
師
１
名
を
配
置
す

る
事
と
し
た
。

①

バ
ス
交
通
戦
略
に
つ
い
て

バ
ス
交
通
に
関
す
る
戦
略
が
計
画
通
り

に
進
ん
で
い
な
い
事
か
ら
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁　

わ
か
り
や
す
く
、
利
用
し
や
す
い

バ
ス
交
通
体
系
と
す
る
た
め
バ
ス
交
通
に
関

す
る
戦
略
を
策
定
し
た
が
、
採
算
性
の
低
い

路
線
を
民
間

バ
ス
事
業
者

へ
の
運
行
委

託
を
実
施
す

る
際
、
住
民

懇
話
会
を
経

て
社
会
実
験

に

入

っ

た

が
、
骨
格
・

幹
線
・
支
線

の
効
率
的
な

バ
ス
路
線
運

営
に
支
障
を

き
た
し
て
い

る
事
か
ら
、

立
ち
止
ま
っ
て
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

②

集
団
食
中
毒
の
対
策
に
つ
い
て

浜
松
市
の
集
団
食
中
毒
を
受
け
て
、
青

森
市
の
学
校
給
食
に
お
け
る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

等
に
よ
る
食
中
毒
に
対
す
る
衛
生
管
理
対
策

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

答
弁　
「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」「
大

量
調
理
施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
な
ど

に
基
づ
く
衛
生
管
理
を
行
っ
て
い
て
、
毎
日
、

調
理
作
業
前
に
学
校
給
食
従
事
者
や
そ
の
家

族
に
腹
痛
、
嘔
吐
、
発
熱
等
の
症
状
が
な
い

か
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
等
が
疑
わ
れ
る
場
合
は
速
や
か
に
医
療

機
関
を
受
診
さ
せ
確
認
し
て
い
る
。

管
理
意
識
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
保
健

所
等
か
ら
講
師
を
招
き
研
修
を
実
施
し
、
学

校
現
場
に
お
い
て
は
日
頃
か
ら
児
童
生
徒
に

手
洗
い
を
励
行
し
、
他
自
治
体
等
で
食
中
毒

等
の
事
案
が
発
生
し
た
時
は
、
そ
の
事
案
を

参
考
に
対
策
を
協
議
し
て
い
る
。

③

機
構
改
革
に
つ
い
て

平
成
２６
年
度
の
機
構
改
革
の
理
由
と
主

な
内
容
に
つ
い
て
質
問
。
特
に
新
設
さ
れ
る

市
民
政
策
部
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

答
弁　
「
市
民
の
声
を
反
映
し
た
新
し
い
施

策
を
迅
速
か
つ
効
果
的
に
実
現
す
る
機
動
的

な
組
織
」と
し
て
設
置
し
た
市
長
公
室
と
「
総

合
的
な
政
策
の
企
画
・
調
整
」
を
所
管
す
る

「
企
画
財
政
部
」
の
政
策
立
案
・
調
整
機
能

を
再
編
し
、
機
能
強
化
及
び
効
率
的
な
行
政

運
営
の
体
制
づ
く
り
の
た
め
。

④

雪
対
策
に
つ
い
て

２
月
１５
日
未
明
か
ら
１６
日
に
か
け
て
、
大

変
な
豪
雪
で
し
た
の
で
、
夜
間
の
急
激
な
天

候
に
よ
る
降
雪
へ
の
対
応
に
つ
い
て
聞
き
ま

し
た
。

答
弁　

幹
線
・
補
助
幹
線
に
つ
い
て
は
、

天
気
予
報
を
も
と
に
可
能
な
限
り
除
雪
実

施
を
指
示
し
て
い
る
が
、工
区
（
生
活
路
線
）

に
つ
い
て
は
大
半
が
排
雪
を
伴
う
事
か
ら
、

ト
ラ
ッ
ク
の
手
配
が
出
来
な
い
事
も
あ
り

急
激
な
天
候
変
化
に
は
対
応
が
困
難
な
状

況
に
あ
る
。

 

～
項
目
～

①

バ
ス
交
通
戦
略
に
つ
い
て

②

集
団
食
中
毒
の
対
策
に
つ
い
て

③

機
構
改
革
に
つ
い
て

④

雪
対
策
に
つ
い
て

 

～
項
目
～

①

バ
ス
交
通
戦
略
に
つ
い
て

②

集
団
食
中
毒
の
対
策
に
つ
い
て

③

機
構
改
革
に
つ
い
て

④

雪
対
策
に
つ
い
て

一般質問

予
算
特
別
委
員
会
の
質
問

予
算
特
別
委
員
会
の
質
問

補助金

平成24年度

平成25年度

出力１kw

３万５千円

２万５千円

出力４kw

１４万円上限

１０万円上限

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線

郊外フィーダー線青森空港

東北新幹線

市街地幹線

乗継拠点

新幹線駅

既存在来駅

新在来駅

バス乗継拠点
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